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渥
美
か
を
る

奥

村

三

雄

編
著

『
平

家

正
節

の
研

究
』

添

田

建

治

郎

「
平
家
正
節

の
研
究
」
は
、
渥
美
か
を

る
、
奥
村
三
雄
両
氏

の
編
著
に
な
る

ま
ぶ
し

も

の
で
あ
る
。
本
書

は
、

尾
崎
家
本

「
平
家

正
節
』
を
中

心
と
し
た
考
察
を
課

題

と
し
、
平
曲
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
五
氏
各

一
篇

の
多
彩
な
論
文
を
収
め
る
。

ま
ず
巻
頭
で
は
、
金

田

一
春
彦
氏

の

「曲
節

「
呂
』
の
基
音

の
考
」
が
、

平

曲
中

の

一
曲
節
《

呂
》

の
基
音
、

つ
ま
り
、
曲
節
《
呂
》

の
旋
律

が
、
固
有

の

高

さ
の
音
を
申
心
に
上

っ
た
り
下

っ
た
り
す
る
、

そ
の
基
本
的

な
音

の
高
さ
に

つ
い
て
考
究
す
る
。
平
曲

の

一
詞
章

「
間
」

の
構
成

・
設
定

の
仕
方
を
考
察
し

た
、
高
橋
貞

一
氏

の

「
平
曲

の
間
物
に

つ
い
て
」

に
続

い
て
は
、
山
下
宏
明
氏

が
、

「
平
曲
研
究

の
基
礎
的

一
課

題
リ

「平
家
正
節
」
の
墨
譜
ー
」

と

題

し

て
、
平

曲
諸
譜
本
と

『
平
家
正
節
」

そ
れ
ぞ
れ
の
、本
文

・墨
譜
を
比

較
対
応
さ
せ

て
、

平
曲
諸
本

の
墨
譜
の
有

り
よ
う
、
墨
譜
整
理

の
流
れ

・
方
向

に

つ

い

て

論

ず

る
。
ま
た
、

渥
美
か
を
る
氏
は
、

『
平
家
正
節
』
が
、

平
曲
諸
本

の
中

で
、
と

り
わ
け
前
田
流

の

『
平
語
』
と
豊
川
検
校
本
を
経

て
ど
の
よ
う
に
改
訂

・
作
成

さ
れ
た

の
か
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を
、

詞
章

と
譜

面
の
両
面
か
ら

解

明

し

て

「
『
尾
崎
家
本
平
家

正
節
』

の
研
究
」
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

の
第

三
章

に
は
、
氏

の
前
著

「
平
家

正
節
』
下
巻

(昭
四
九
年
大
学
堂
書
店
)
で
の

「
荻
野
検
校
伝

」

を

補

っ
た
「
荻
野
検
校
伝

補
遺
」
が
あ
り
、付
録
と
し

て
、
館
山

甲
午
氏
蔵

の

『
荻

野
宗
匠
秘
伝

」
を
添

え
る
。
第
五
番
目

の
論
文
が
、

奥
村
三
雄
氏

の
、
平
曲
譜

本

の
譜
記

・
旋
律
と
、

そ
れ
に
反
映
し
た

ア
ク
セ
ン
ト
の
関
係
を
考
察
し
よ
う

と
し

た

「
平
家
正
節

の
国
語
学
的

研
究
ー
譜
記
に
反
映
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
に
⊥

で
あ

る
。

本
編

で
は
、

こ
の
奥
村
氏
の
論
文
を
中
心
に
紹
介
の
筆
を
進
め

て
ゆ
き
た
い

と
思
う
。
奥
村
論
文

の
体
裁
は
、

一

平
曲
譜
本
の
研
究

一
ー
一

申
心
資
料
と
し
て
の
尾
崎
家
本
平
家
正
節

一
ー
二

平
曲
の
旋
律
と
譜
本

二

平
曲
譜
本
に
反
映
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
ー
品
詞
別
拍
数
別
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類
と
所
属
語
粟

一
覧

二
ー
一

作
業
の
問
厘
点
を
め
ぐ
っ
て

三

譜
記
の
解
釈

三
=

一

譜
記
と
謝
価
の
問
麺

三
ー
ニ

ァ
ク
セ
ン
ト
型
と
所
属
藷
の
問
魎

四

資
料
編
1

一
・
二
・
三
拍
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類
語
彙
と
譜
記
例

一
覧

四
-
一

表
の
説
明

と
な

っ
て
い
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
に
、
尾
崎
家
本

の

『
平
家
正
節

』

を
中
心
と
し
て
、

平
曲
諸
譜
本

の
譜
記

か
ら
の
帰
納
に
よ

っ
て
推
定
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
、
近
世
京
都

語
の
語

ア
ク
セ

ン
ト
の
体
系
を
、
自
立

語
の
名
詞

・
動

詞
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・
形
容
詞
、
付
属
語
の
助
詞

・
助
動
詞
に

つ
い
て
、
品
詞
別
拍
数

別

に

整

理

し
、
各

ア
ク
セ
ン
ト
型

に
所
属
す
る
語
彙

を
掲
げ

て
お
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

同
論
文
末
尾

の

「資
料
編
」

に
は
、

こ
の
中

の

一
、

二
、

三
拍

の
名
詞
に

つ
い

て
、
具
体
的
な
譜
記
例
を

一
覧
表
に
し
て
列
挙
し
、
前
記
語
彙
表

の
拠
り
所

を

示
す
と
と
も

に
、

ア
ク
セ

ン
ト
資
料
と
し
て
の
利
用
者

の
便
宜
を
は
か

っ
て

い

る
。

こ
の
奥
村
論
文
は
、
近
世
京
都
語

ア
ク
セ

ン
ト
の
全
般
的
な
姿
を
明
ら
か

に
し
、
同
期

の
京
都
語

ア
ク
セ
ン
ト
に

つ
い
て
語
る
た
め

の
、
資
料
的
な
充
実

に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
と

い
う
べ
き

で
あ
る
。
三
の
所
謂

「
研
究
編
」

で
は
、

譜
記
と
旋
律

・
ア
ク
セ
ン
ト
の
関
係
、
譜
記
と
調
価

の
相
関
(
ア
ク
セ
ン
ト
を
不
完
全

に
反
映
し
て
い
る
よ
う
な
譜
記
に
っ
い
て
の
験

)

、

ア
ク

セ

ン

ト
型

と
所

属

語

の
問

題

な

ど

に

つ

い
て

言
及

し

、

『
平
家

正
節

』

(平
曲
譜
本
)
の
も

つ

ア
ク

セ

ン
ト

資

料

と

し

て

の
意

義

、

ア

ク

セ

ン
ト
史

研

究

へ
寄

与

す

る
側

面
、

ア
ク

セ

ン
ト
資

料

と

し

て

の

限
界

、

そ

の
限
界

克

服

の
方

法
、

つ
ま

り
、

譜

記
例

の
不

足
や

ア

ク

セ

ン
ト

を
不

完

全

に

反

映
し

た
譜

記

の
み

ら

れ

る
状

況

の
中

で
、

平

曲

譜

本

の

ア
ク

セ

ン
ト
資

料

と

し

て

の
価

値

を

、

質

・
量
と

も

に
高

め

る

た

め

の
方

法

な

ど

、

平

曲

譜
本

に
反

映

し

て

い
る

ア
ク

セ

ン
ト

を

め
ぐ

っ
て
の
、

多

岐

に
わ

た

る

問

題

点

を
具

体

的

に
考

究

す

る
。

こ

の
中

、

ア
ク

セ

ン
ト
史

研

究

に
寄

与

す

べ
き
事

例

と
し

て
、

①

一
拍
名
詞

(日
)
類
、
二
拍
名
詞

(雨
)
類
の
第
二
拍
目
、
そ
れ
に
、
動
詞
の

(為
)
類
、
(来
)

類
、

(着

ル
)
類
、

(見

ル
)
類
の
各
連
用
形
1
、

(取
ル
)
類
、

(受
ク
)
類
の
各
連
用
形
1

の
第
二
拍
目
、

(来
)
類
、

(見
ル
)
類
の
各
已
然
形
銘
二
拍
目
、

(取
ル
)
頻
の
命
令
形
第
二

拍
目
な
ど
の
語
末

(単
独
語
形
)
に
は
、
下
降
調
の
グ
ラ
イ
ド
拍
塀
存
す
る
。

②

①
で
も
、
付
属
語
の
下
接
す
る
場
合
は
、
平
曲
譜
本
の
中
に
⑭
↓
・
の
新
し
い
変
化

の
動
き
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な

ど

の
指
摘

が

あ

る
。

そ

の
他

、

ア
ク

セ

ン
ト
型

分

類

語

彙

表
中

の
指

摘

を
、

二
拍

名

詞

か

ら

だ

け

拾

っ
て

み

て
も

、

「
上
」

の

ア

ク

セ

ン
ト

は
、

限

ら

れ

た

場
合

(そ
の
上
)

以
外

は
・
○
と
認
め
る

べ
き

こ
と
、

「
先
」
、

「
程
」
も
●
○

▽
が
多

い
。
概
ね
、
川

ノ
類
は
・
○
▽
、
山

ノ
類
は
●
・

▼

(●
●
▽
)
型
を
と

る
。

「
も
と

(故

)
」

の
ア
ク
セ
ン
ト
も
、

「
本

・
元
」
等

の
意

の
場
合

は
●

○

で
、

「
許
」

の
意

に
な
る
と
○
・
型
を
と

っ
て
相

違
が
み
ら
れ
る

の
で
は
な

い
か
、
非
日
常
語

「
母
」

の
ア
ク

セ
ン
ト
は
○
・
▼
が
多

い
も

の
の
、

一
部

に

揺

れ
が
み
ら
れ
る

こ
と
、

「
夜
」
は
○
●

▼
に
行
わ
れ
て
お
り
、
四
類
所

属
語

と
考
え
る

べ
き
か
、

な
ど
貴
重
な
問
題
提
起

に
は
枚
挙
の
い
と
ま
が
な

い
。

奥
村
論
文
は
、

ア
ク
セ

ン
ト
史
研
究
の
立
場
か
ら
は
、

平
曲
譜
本
と

い
う
、

近
世
京
都
語

ア
ク
セ

ン
ト
に
つ
い
て
の
話
線
を
伴

っ
た
、

「質
量
と
も
に
極
め

て
豊
富

な
」

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ

の
資
料
的

意
義

を
懇
切
具
体
的
に
解
明
し
た
学
界
待
望

の
論
文
と

い
う

べ
き
で
あ

る
。
氏
の
、

こ
れ
と
同

一
の
課
題
を
論
じ
た
、

『
国
語
と
国
文
学
』
(四
九
巻

一○
号
)
、

『文

学

研
究
』

、
(六
九
集
・
七
二
集
)

『
語
文
研
究
』
(三
九
・
四
〇
号
)
、
『
平
曲
正
節
』

(昭
四
六
年
臨
川
書
店
)、

『
国

語
史
論
集
』

(昭
五
一年
表
現
社
)
所
収

の

諸

論

文

で

は
、

そ
の
他

に
、
近
世
期

の
京
都
語

ア
ク
セ

ン
ト
の
型
の
体
系

(活
用
形
の
ア
ク

セ
ン
ト
)
を
示
し
、

国
語
音
韻

資
料
と
し

て
の
意
義

に

つ
い
て
も
広
く
言
及
し
て

お
ら
れ
る
、
併
読
を
お
す
す
め
し
た

い
。

本
書

は
、

『
平
家
正
節

』
の
研
究
編
で
あ
る
。
出
版
期
日
と
の
関
連

で
掲
載

の
な
ら
な
か

っ
た
論
文
も
な
お
あ

る
や
に
聞
く
、
本
書

で
の
研
究
も
含
め

て
、

平
曲
を
め
ぐ

る
研
究

の

一
層

の
進
展
を
願

っ
て
や
ま
な

い
。
本
文
編
は
、
す
で

に
昭
和
四
十
九
年

に
平
家

正
節
刊
行
会
か
ら
、

渥
美
か
を
る
氏

の
解
説
を
添

え

て

「
平
家

正
節
」
上

・
下
二
巻

(大
学
堂
書
店
)
と
し

て
世

に
出

て

い
る
。

本
企

画

の
か
な
め

で
あ

っ
た
渥
美
氏
を
失

い
、
も
と
よ
り
相
当

の
困
難

は
予
想
さ
れ

る
と

こ
ろ

で
あ
る
が
、
音
韻

・
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
の
立
場

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各

方

面
各
分
野
か
ら
の
期
待
を
も

こ
め
て
、
三
部
作

の
残

る

一
編
、
索

引
編

の
刊

行

が
心
待
ち
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(昭
和
五
十
五
年
大
学
堂
書
店

=

、
○
○
○
円
)
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